




















































































































































































































































































































































11月 14日 仕事 2.0
 （企画運営：石松木実　早迫慶
佳　松尾和哉　山下貴史）
































































































































































































日程 2018年 9月 11日～ 12月 3日
・9月 12日、13日  新入生勧誘活動













































日程 2019年 1月 9日～ 2月 20日




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日時： 2018年 12月 26日（ 水 ）　 午 後
13：00～ 14：00
場所： 越谷市中央市民会館　茶華道室












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日程： 2018年 12月 21日（第一回調査・第
二回調査）
日程： 2019年 2月 1日（第三回調査）



















内容としては、2018年 10月から 2019年 1
月にかけて、計 3回行った 1日の短期調査と、
2019年 2月に大学の春期休業期間を利用し
た 2日間にわたる調査を 1回の、計 4回であ
る。短期調査では、大まかな授業見学と補助、
小規模なワークショップを実施した。2日間
にわたる調査では、短期調査のときよりも
授業に密着することと、規模の大きいワー
クショップの実施を予定している。いずれ
の調査においても、授業やワークショップ
などを通して高校生との関わりを多く持つ
ようにしている。
　現在は短期調査を 2回実施した状態であ
る。ゆえに、本企画の実績としては、今ま
でに実施した 2回の調査報告から得られた
調査対象校の現状に関する情報と、それを
踏まえて現段階の実績と残りの調査におい
てどのようなことを心がけていくか、行っ
ていくか、といった部分に関して報告する。
私立高岡向陵高等学校の生徒たち
　調査対象校の生徒たちからは、比較的活
発であるという印象を受けた。初めのう
ちは緊張もあったためか大人しい印象が強
かったが、学生から話しかければ恥ずかし
がるなどということはなく、明るく会話を
してくれた。また。今回関わった生徒たち
から受けた印象に関して、ここでは「勉強
について」と「将来について」の 2つの視
点から考察する。
　第 1に、「勉強について」の視点である。
勉強に関しては、クラスによってやる気に
差があるという印象を受けた。調査対象校
は私立であることなどから、現地では受験
の際にいわゆる「すべりどめ」として扱わ
れることが多いため、不本意な気持ちで入
学を決定した生徒や、元々勉強があまり得
意ではない生徒も多くいるそうだ。ゆえに、
「自分は勉強できないから」と笑っている様
子や、勉強に対してやる気が出ず、だらけ
てしまっている様子も見受けられた。また、
2つあるコースのうち、偏差値の低い方の
コースに所属する生徒の方が勉強に対する
姿勢がマイナス傾向にあることが明らかに
なった。
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　第 2に、「将来について」の視点である。
将来に関してもクラスによる差がみられた。
先に述べたような勉強に対してやる気の出
せていない生徒たちは、将来向かいたい進
路が曖昧になってしまっている、という部
分が勉強に対するやる気喪失の原因になっ
ていると考えられる。また、2つのコースの
うち偏差値の高いコースに所属する生徒の
方が将来に関して考えられている傾向にあ
り、入学時から現在に至るまで、彼らは劣
等感を抱いているのかもしれないと考えら
れる。
私立高岡向陵高等学校の様子・現状
　高岡向陵高等学校では、「未来探求コース」
（上記の高偏差値コース）と「未来デザイン
コース」（上記の低偏差値コース）の 2つの
コースに展開した教育が行なわれている。
未来探求コースでは、フィールドワークや
課題研究によって主体的な学びを身につけ
る試みが実施されている。また普段の授業
においてもそのような環境は整えられてお
り、思考力・表現力・判断力の向上を目指
した教育環境となっている。
　一方、未来デザインコースでは、自身の
進路に応じてカリキュラムを設定すること
ができるため、キャリアアップを目指すこ
とが可能である。また本コースでは、ミラ
イプロジェクトという独自の授業が展開さ
れている。これは自分の興味から課題を発
見し、その改善に向けて取材や調査を行な
うという実践的なプロジェクトとなってい
る。
高岡向陵高等学校における課題・改善点
　現状、調査対象校において改善の求めら
れる点は、2つに大別される。第 1に、生徒
間における学習意欲の差が大きいこと。第 2
に、生徒たちのキャリアサポートに重点を
置いたプロジェクトや教育内容が、活かし
きれていない部分である。特に「学習意欲」
に関する課題は、改善によってプロジェク
トの効果にも大きな変化がもたらされると
考えられるため、改善が強く求められるだ
ろう。
本企画の目的と結果、及び今後について
　本企画を立ち上げた背景は、地方の高校
生には経済的・地理的な理由等によって、
キャリア形成が固定化してしまっているの
ではないか、という疑問があったからだ。
ゆえに、本企画では、①自分のキャリアを
考える場の提供、②高校生の将来像の具体
化、③学生自身のこれまでの経験や知識を
振り返る、以上の 3つを目的としていた。
　上記の目的の達成状況に関して、1つずつ
考察する。初めに、「自分のキャリアを考え
る場の提供」については、概ね達成できて
いると考えられる。現段階では 1日だけの
短期調査の際に小規模なワークショップを
行なっている程度に留まるが、生徒たちの
様子を見る限り、僅かではあるかもしれな
いが心には響いているようである。
　次に、「高校生の将来像の具体化」である。
これに関しても、現段階で概ね達成できて
いるのではないだろうか。地方の高校生に
とって東京の大学に通う大学生というのは
それだけで珍しい存在らしいが、彼らは歳
の離れた私たちに対してもフレンドリーな
様子で接してくれている。そのため、ある 1
つのキャリアモデルとして生徒たちと接す
ることができていると考えられるだろう。
　最後に、「学生自身のこれまでの経験や知
識を振り返る」ことである。これに関しては、
未達成の部分が大きいと考えられる。現状、
生徒たちと打ち解けることや、生徒たちを
中心とした目的に注力している部分が大き
いため、学生側の振り返りにまでは到達で
きていない。
　以上を踏まえて、今後は①、②にあたる
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目的をより達成すること、及び学生自身に
も少しずつ焦点を当てていくことが必要で
ある。そのためにも、残り 2回の現地調査
においては、各コースにおける教育の特徴
を把握し、今までより一層、一人ひとりの
生徒に焦点を当てた調査やワークショップ
を実施することを目指していく。さらには
学生自身への振り返りという点に関して、
現地調査で得られたデータや経験を、より
深く分析・考察していくことが必要である。
そこで得られたものを活かすことにより、
今後のゼミ活動もより意味のあるものへと
なるのではないだろうか。
